
                                             

安
積
開
拓
を
進
め
た
「
開
成
社
」
で

は
、
苦
難
が
伴
う
開
拓
を
進
め
た
人
々

の
心
を
和
ま
せ
る
た
め
、
開
成
山
を
は

じ
め
、
池
や
道
路
の
周
り
に
も
「
花
木

幾
万
」
を
植
え
る
こ
と
を
定
め
、
１
８

７
８
（
明
治
１
１
）
年
か
ら
植
栽
を
行

っ
た
。 

灌
漑
用
の
沼
の
堤
に
桜
な
ど
を
約

四
千
本
植
え
、
こ
れ
ら
の
桜
は
成
長
す

る
と
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
明
治
後
半

に
は
県
内
屈
指
の
花
ど
こ
ろ
と
な
っ

た
。 

 

そ
の
後
、
桜
の
木
は
見
事
な
大
木
と

な
り
、
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に
は

国
の
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
る
ほ
ど
に
至
っ
た
（
現
在
は
解

除
）。 

                                             

開
成
社
の
記
録
に
は
「
私
た
ち
の
代 

で
は
小
さ
な
苗
木
で
も
、
や
が
て
大
樹

と
な
り
、
美
し
い
花
は
人
々
の
心
を
和

ま
せ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
一
文
が
あ

り
、
当
時
の
開
拓
者
に
よ
る
次
世
代
へ

の
想
い
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

           

   

明
治
維
新
後
、
武
士
の
救
済
と
、
新

産
業
に
よ
る
近
代
化
を
進
め
る
た
め
、

安
積
地
方
の
開
拓
に
並
々
な
ら
ぬ
想

い
を
抱
い
て
い
た
大
久
保
利
通
。 

夢
半
ば
で
倒
れ
た
彼
の
想
い
は
、
郡

山
か
ら
西
の
天
空
に
あ
る
猪
苗
代
湖

よ
り
水
を
引
く
「
安
積
開
拓
・
安
積
疏

水
開
削
事
業
」
で
実
現
し
た
。 

奥
羽
山
脈
を
突
き
抜
け
約
１
３
０

㎞
に
及
ぶ
「
一
本
の
水
路
」
は
、
外
国

の
最
新
技
術
の
導
入
、
そ
し
て
、
こ
の

地
域
と
全
国
か
ら
人
・
モ
ノ
・
技
を
結

集
し
、
延
べ
８
５
万
人
と
と
も
に
苦
難

を
乗
り
越
え
、
３
年
の
時
を
経
て
完
成
。 

 

こ
の
明
治
政
府
初
の
国
営
農
業
水

利
事
業
は
、
猪
苗
代
湖
の
水
を
治
め
、

米
や
鯉
な
ど
食
文
化
を
豊
か
に
し
、
さ

ら
に
は
水
力
発
電
に
よ
る
紡
績
等
の

新
た
な
産
業
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
。 

 
 

未
来
を
拓
い
た
「
一
本
の
水
路
」
は
、

多
様
性
と
調
和
し
共
生
す
る
風
土
と
、

開
拓
者
の
未
来
を
想
う
心
、
そ
の
想
い

が
込
め
ら
れ
た
桜
と
と
も
に
、
今
な
お

こ
の
地
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
地
域
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
２

０
１
６
（
平
成
２
８
）
年
に
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
。 

                       

「
染
井
吉
野
」
は
江
戸
時
代
末
期
に

染
井
村
（
現
在
の
東
京
都
豊
島
区
）
か

ら
供
給
さ
れ
広
ま
っ
た
単
一
ク
ロ
ー

ン
の
栽
培
品
種
で
、
元
々
一
つ
だ
っ
た

木
か
ら
挿
し
木
や
接
ぎ
木
で
増
や
し

た
品
種
。 

 

花
期
に
葉
が
な
く
成
育
も
早
い
こ

と
か
ら
、
明
治
期
に
全
国
に
広
ま
っ
た
。 

 

                                  
こ
れ
ま
で
、
日
本
最
古
と
さ
れ
て
い

た
弘
前
の
染
井
吉
野
は
、
１
８
８
２

（
明
治
１
５
）
年
に
植
え
た
と
さ
れ
て

い
た
。 

一
方
、
開
成
山
公
園
内
に
あ
る
染
井

吉
野
の
一
部
は
、
１
８
７
８
（
明
治
１

１
）
年
に
開
成
社
で
植
え
た
と
の
文
献

が
残
っ
て
い
た
。 

樹
齢
１
４
０
年
を
超
え
る
染
井
吉

野
は
稀
で
、
文
献
ど
お
り
で
あ
れ
ば
大

変
貴
重
な
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
証
明

す
る
た
め
科
学
的
調
査
を
実
施
。 

 

調
査
の
結
果
、
開
成
山
公
園
内
に
あ

る
染
井
吉
野
は
当
時
植
え
ら
れ
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
、
さ
ら
に
は
２
０
１
９

年
、
樹
木
医
学
会
の
学
会
誌
で
、
日
本

最
古
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。 

 

日
本
に
咲
く
サ
ク
ラ
の
約
８
割
は

染
井
吉
野
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
現
存
す
る
染
井
吉
野
の
幹
と
し
て

は
一
番
古
い
も
の
が
郡
山
の
地
で
今

も
な
お
咲
き
誇
り
、
人
々
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
て
い
る
。 

文化庁が認定する 

日本遺産ロゴマーク 

日本三大疏水のうち最初に実施された安積疏水開

削事業により造られた水路。熱海町を通る一級河川

「五百川」の流れを利用し水を運ぶ。 

1899（明治 32）年に稼働した沼上発電所。水源

である猪苗代湖との落差を利用した水力発電所。国

内初の長距離高圧送電に成功。 

安積疏水の完成により

使われなくなった溜池

を利用し盛んになった

鯉の養殖。 

1873（明治６）年、県の開拓に呼応し地元商人

たちで結成された開成社。社則には、開拓を進め

た池や道路沿いに花木を植えることが定められ

ていた。 

2016（平成 28）年に実施

された染井吉野の樹齢調

査。放射性炭素年代測定の

ための木材採取の様子。 

  

安
積
開
拓 

安
積
疏
水
開
削 

未
来
を
拓
い
た
「
一
本
の
水
路
」

 

開拓当時に植えられた 

桜により県内屈指の 

花どころとなる 

開拓者の想い 
未来に花咲く 

日
本
最
古
の 

染
井
吉
野 

文
献
と
調
査
結
果
で 

証
明
さ
れ
た
桜
の
価
値 

 

高
ま
る
情
熱
、
動
き
出
し
た 

奇
跡
の
開
拓
事
業 

 

140 年以上、開拓の心を伝え続ける染井吉野。 


